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３ 病院事業の業務状況  

 

    

滋賀県病院事業では、高度専門医療を提供し、県民の健康増進と保健福祉の向上を図るため、次の２病院

を運営しています。 

病   院  名 診 療 開 始       診療科 病 床 数 建物延面積 

総 合 病 院 昭和 51 年 4 月 33 科 588 床  82,926.96 ㎡ 
精 神 医 療 セ ン タ ー 平成 4 年 9 月  4 科 123 床  10,675.87 ㎡ 

 

○患者の利用状況 

令和７年度における県立２病院の利用実績（患者延数）は、入院が186,773 人、外来が283,675

人で、前年度に比べて、入院は5,390 人の減少、外来は 7,171 人の増加となりました。 

なお、各病院の近年の利用状況は、次のとおりです。 

 

●患者数                                                            （単位  人） 

区   分 
令和５年度 令和６年度 令和７年度 

上半期 下半期 上半期 下半期 上半期 下半期 

総 合 病 院 

入 患者延数 74,197 81,634 79,518 79,646 77,937 77,845 

院 1 日平均 405.4 446.1 434.5 437.6 425.9 427.7 

外 患者延数 123,473 123,802 127,188 127,380 133,241 129,130 

来 1 日平均 995.8 1,040.4 1,025.7 1,070.4 1,074.5 1,094.3 

精 神 医 療 

セ  ン  タ  ー 

入 患者延数 14,803 15,893 16,320 16,679 15,555 15,436 

院 1 日平均 80.9 86.8 89.2 91.6 85.0 84.8 

外 患者延数 11,874 11,521 11,211 10,725 10,995 10,309 

来 1 日平均 95.8 96.8 90.4 90.1 88.7 87.4 

合  計 

入 患者延数 89,000 97,527 95,838 96,325 93,492 93,281 

院 1 日平均 486.3 532.9 523.7 529.3 510.9 512.5 

外 患者延数 135,347 135,323 138,399 138,105 144,236 139,439 

来 1 日平均 1,091.5 1,137.2 1,116.1 1,160.5 1,163.2 1,181.7 

 

○建設改良の状況 

県立２病院において、外壁改修および昇降機改修工事を進めるとともに、医療の高度化に対応するた

め、医療機器の整備等を行いました。 

 

 

 

 

○予算の補正の状況 

令和８年2 月定例会議において、入院収益の減少等により事業収益を1,364,933 千円減額補正し、

給与費や材料費の増加等により事業費用を179,566 千円増額補正しました。また、資本的収入を

306,707 千円、資本的支出を407,633 千円それぞれ減額補正しました。 

  

(1) 事業の概要 

(2) 経理の状況 
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○令和７年度予算の執行状況 

令和７年4 月1 日から令和８年3 月31 日までの予算の執行状況は次のとおりです。 

 

●収益的収入および支出                                                  （単位 千円） 

科   目 当初予算額 
前年度からの繰越 

( 財 源 充 当 ) 額 
補正予算額 予算現額(A) 執行額(B) 

(B)/(A) 

％ 

病 院 事 業 収 益 28,642,900 －        △ 1,097,371 27,545,529 26,864,423 97.5 
 医 業 収 益 24,071,557 － △ 1,613,236 22,458,321 21,874,869 97.4 

 
医 業 外 収 益 4,346,643 －   506,774 4,853,417 4,755,451 98.0 
附帯事業収益 224,700 －   9,091 233,791 234,103 100.1 

病 院 事 業 費 用 29,546,100 －        528,428 30,074,528 29,223,299 97.2 
 医 業 費 用 28,514,449 － 489,783 29,004,232 28,209,605 97.3 
 医 業 外 費 用 806,951 － 29,554 836,505 786,590 94.0 
 附帯事業費用 224,700 －    9,091 233,791 227,104 97.1 

●資本的収入および支出                                                 （単位 千円） 

科   目 当初予算額 
前年度からの繰越 

( 財 源 充 当 ) 額 
補正予算額 予算現額(A) 執行額(B) 

(B)/(A) 

％ 

資 本 的 収 入 1,655,800 72,600 △  306,707 1,421,693 1,030,792 72.5 
 企 業 債 1,617,100 72,600 △  313,500 1,376,200 957,900 69.6 
 負 担 金 38,700 － 2,875 41,575 41,575 100.0 
 補 助 金 － － 2,918 2,918 30,317 1,039.0 
 諸 収 入 － － 1,000 1,000 1,000 100.0 
資 本 的 支 出 4,523,400 72,636 △  407,633 4,188,403 3,766,769 89.9 
 建 設 改 良 費 1,693,293 72,636 △  309,089 1,456,840 1,035,208 71.1 
 企業債償還金 2,830,107 － △   98,544 2,731,563 2,731,561 100.0 

    （注）１ 補正予算額は、令和７年９月定例会議、令和７年11 月定例会議および令和８年２月定例会議

における補正予算額の合計額です。 

 ２ 資金不足額の解消に充当するため、企業債（経営改善推進事業）1,270,600 千円を借り入れ

ました。 

 ３ 資本的収入額が資本的支出額に対して不足する額は、退職給付引当金に係る特定資金等で補塡

しました。 

 

○企業債の状況   

令和８年3 月31 日現在の企業債の現在高は、24,380,078 千円です。 

 

○決算の状況 

①損益収支 

事業収益は、医業外収益の増加等により対前年度比2.7％増加の26,814,296 千円となりました。

一方、事業費用は、医業費用の増加等により対前年度比4.1％増加の29,172,596 千円となりまし

た。この結果、当年度純損失は、前年度より458,314 千円増加し、2,358,300 千円となりまし

た。 
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●比較損益計算書                                   （単位  千円） 

科   目 令和７年度(A) 令和６年度(B) 
比 較 増 減 

(A)－(B) (A)/(B) ％ 

事 業 収 益 26,814,296 26,112,801 701,495 102.7 
 医 業 収 益 21,842,650 21,567,201 275,449 101.3 

 
医 業 外 収 益 4,737,580 4,315,505 422,075 109.8 
附 帯 事 業 収 益 234,066 230,095 3,971 101.7 

事 業 費 用 29,172,596 28,012,787 1,159,809 104.1 
 医 業 費 用 27,439,747 26,387,265 1,052,482 104.0 
 医 業 外 費 用 1,507,750 1,399,269 108,481 107.8 
 附 帯 事 業 費 用 225,099 226,253 △    1,154 99.5 
当年度純利益(△は損失) △ 2,358,300 △  1,899,986 △ 458,314 124.1 

 

②財務状況 

令和７年度末の総資産は、流動資産の減少等により対前年度比9.6％減少の36,782,993 千円と

なり、負債は流動負債の減少等により対前年度比4.2％減少の34,945,548 千円となりました。ま

た、資本は対前年度比56.2％減少の1,837,445 千円となりました。 

 

      ●比較貸借対照表                                         （単位  千円） 

資 産 の 部  負 債 お よ び 資 本 の 部 

科 目 令和７年度 令和６年度 比較増減 科 目 令和７年度 令和６年度 比較増減 

固定資産 31,941,079 33,320,323 △ 1,379,244 固定負債 26,663,392 26,920,519 △ 257,127 

流動資産 4,841,914 7,367,517 △ 2,525,603 流動負債 6,445,982 7,625,191 △ 1,179,209 

    繰延収益 1,836,174 1,946,385 △ 110,211 

    負債合計 34,945,548 36,492,095 △ 1,546,547 

    資 本 金 16,415,091 16,415,091 － 

    剰 余 金 △ 14,577,646 △ 12,219,346 △ 2,358,300 

    資本合計 1,837,445 4,195,745 △ 2,358,300 

合 計 36,782,993 40,687,840 △ 3,904,847 合 計 36,782,993 40,687,840 △ 3,904,847 
 

 

 

 

 令和８年度は、「第五次県立病院中期計画（改定版）」の理念に掲げる『命と健康を守り、県民に信頼

される病院』を目指し、病院統合を生かした「医療機能の充実・強化」を図るとともに、喫緊かつ重要

な課題である「経営の健全化」に向けた取組を推進していきます。 

総合病院では、がん診療を含む幅広い疾患に対する高度急性期・専門的医療を提供するとともに、小児泌

尿器分野の診療拡大や医療型短期入所サービスの開始など小児の難治・慢性疾患に対する機能強化を図りま

す。また、紹介患者や救急患者の受け入れ体制を充実させ、地域の医療に貢献していきます。さらに、小児

病棟の移転に向けた手術室の増設、小児新棟の整備を着実に推進します。 

(3) 令和８年度の事業および予算の概要 
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 精神医療センターでは、精神医療の中核施設として、アルコール依存症等中毒性精神障害やギャンブル依

存症などへの専門医療の充実、向上を図るとともに、医療観察法病棟において対象者の治療および社会復帰

支援を担います。特に、思春期精神障害については、病床再編を行い療養環境の整備を進めるとともに、専

門外来の診察枠を拡げ予約待ちの短縮を図ります。また「精神科専門医研修施設群基幹施設」等として認定

医・専攻医を受け入れることで若手医師の育成と定着を図り、医師の確保、診療体制の充実につなげます。 

 

○令和８年度当初予算の概要 

  ●収益的収入および支出                                                        （単位  千円） 

款 項 金  額 
左  の  内  訳 

総 合 病 院 精神医療センター 経営管理課  

病院事業収益  30,447,900 27,909,000 2,431,400 107,500 
 医 業 収 益 24,968,651 23,486,473 1,377,430 104,748 
 医 業 外 収 益 5,224,449 4,167,727 1,053,970 2,752 
 附 帯 事 業 収 益 254,800 254,800 － － 

病院事業費用  31,209,400 28,708,200 2,393,700 107,500 
 医 業 費 用 30,096,224 27,622,170 2,366,554 107,500 
 医 業 外 費 用 858,376 831,230 27,146 － 

 附 帯 事 業 費 用 254,800 254,800 － － 

 ●資本的収入および支出                                                           （単位  千円） 

款 項 金  額 
左  の  内  訳 

総 合 病 院 精神医療センター 経営管理課  

資 本 的 収 入  1,256,900 1,221,200 35,700 － 
 企  業  債 1,175,600 1,146,400 29,200 － 
 補 助 金 14,168 14,168 － － 
 負 担 金 67,132 60,632 6,500 － 

資 本 的 支 出  4,148,500 3,980,200 168,300 － 
 建 設 改 良 費 1,320,073 1,277,603 42,470 － 
 企 業 債 償 還 金 2,828,427 2,702,597 125,830 － 

（注）１ 資金不足額の解消に充当するため、企業債（経営改善推進事業）492,600 千円を借り入れます。 

２ 資本的収入額が資本的支出額に対して不足する額は、当年度分損益勘定留保資金等で補塡します。 

 

 


